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【はじめに】

社会全体の子育て機能の低下が指摘される昨今､保育の質の維持､向上は国

家的な課題といってもいいだろう｡

研修会によって各園の保育の評価や質の向上をはかる取り組みは従来から行

われており､また厚生労働省では補助金制度の改革によって保育士のキャリア

形成を促す施策が検討されるなど､様々な取り組みがされている｡

保育の質の維持､向上を促進する要因として保育者の ｢成長｣は不可欠だが,

保育者にとっての ｢成長｣について､保育者自身の声を検討した論文は少ない｡

保育者自身がどのように､自らの ｢成長｣について実感し､なにを指標として

いるか｡について検討したのが､本稿である｡

【日的】

本稿では､実際に保育者たちが日々の実践のなかで､自らの職業経験におけ

る ｢成長｣についてどのようにとらえているか?またどのような指標や実感を

もって自らの成長ととらえているのだろうか?という点について明らかにす

る､という目的を持っている｡

研究者からの一方的な視点をできるだけ避け,保育者の自由な実感をより浮

き上がらせるために､質問紙における自由記述の質的な分析方法を取っている｡

また本稿は第22回日本発達心理学会大会抄録 (東日本大震災のため開催され

ず)に掲載された論文に大幅に加筆修正したものであることをお断りしておく｡
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【方法】

2009年9月から11月にかけて長野県南部の公立保育園108園に対して質問

紙を送付した｡(資料編 Ⅰ参照)年中クラスの担任保育士を中心に回答を依頼

した｡50通の回答を得た (回答率46%)

保育者の｢成長｣ついて以下の質問により自由記述で回答をもとめた｡

【質問項目】

あなた自身が保育者として成長したと感じたのはどのような時ですか?自由に

記述してください｡エピソー ドなどがあれば書いてください｡

【分析方法】

質問に対する自由記述から､コーディングをおこなった｡記述された文章から､

研究対象として注目すべき譜を抽出した｡抽出された語について意味的にまと

まりのあるグループに分け､命名しコード名をつけて､分類した｡

次に各コード名の全体のデータ内での出現回数を検討した｡【結果1】

また自由記述回答において､コードを多く含む代表的な回答を選択し,それら

に共通する構造をもつ意味のまとまりを抽出した｡【結果2】

コーディングに際しては筆者のほかに1名の研究者に協力を得､コーディング

の妥当性を確認した｡
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【結果 1】

表1.項目別出現回数 (率)

コード名 出現回数 (率)

ひとりひとりの発達によりそう 24 (48%)

ひとりひとりの思いをうけとめる 18 (36%)

保護者からの支持､信頼関係 ll (22%)

持続し続ける反省と改善 9 (18%)

クラスのまとまり 6 (12%)

園全体への配慮 4 (8%)

コード名 ひとりひとりの発達によりそう

出現回数 24 m-50

ひとりひとりユニークな発達の軌跡をたどる子どもに､達成や規範､保育者の

都合をやみくもに達成を強いるのではなく､それぞれの発達の今を正確にとら

え､一見マイナスに見える行動についても発達の可能性を信じることができる

ようになると､ひとりひとりがよく見えてくる､自分に対して ｢成長｣を感じる｡

回答財 傭 文ママ以下紗

･少L'ずつ子どもの男運が分かって一,A-人への対応ができるようになって

きたと虚う｡ チビもE..-とっての良いことが少L,ずつ分かり,手JLIL'てを学

ぶ中で,より良い.称応を心がげて行おうとするようになってきた｡ (LF甜

3年)(以下併甜 省解尿館 の厨に庶政)

･尿百着の都合ではな<､子どものペースに合わせて店劇を行えるようにな

った｡(6年)
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･腰瀞年数を潜み.併々な年齢の超任をさせてもらったり加配をしながら子

どもと題する中で,クラスF._.子どもを合わせるのではな<､ひとりひとり

の子どもに合った尿庁を支mしてい<ことでクラスがまとまることを知っ

た｡(9年)

･保育する1で子どものLHや言執 行劇を待つことがLH来た時です｡ゆっ<

りL'ている子や子どもが何か言いかけでも尿育士の点った克#があれば子

どもがL,やべるn好にL,やべりすぎた0.やってL'まったりL,ます1それで

はL3分で考えてやることがLH来な<なりますム感伊丹にならず二子どもの

ひとりひとり.そして全体を月守りゆっ<り待てる保育を心がげたい (1

1年)

･若い厨よ0チビもひとりひとりとLIっ<りかかわったク,向き合うことが

できるようになってきた｡また子どもを ｢待つJJPL;るJということも歴

虜の中から大事にできるようになってきていると感Lj'る ｡子どもとの紺

が:近<なり小さな成長lr克付き.男月を兵Er菖び倉克たれ 何L;ものを月

て感掛することが増えたと思う.(18年)

･一m将に rいけないJryjJとされている行為をチビもたちがしている時.

す{F= rFjIJrいけませんJと言わずに少し成子をみた臥 どうしてこの

ようなことをしているかをmこうとできるようになった呼に感L7度｡という

顔.あまりこういうことを感L;ることばありませんが ････(21年)

･チビもがとってL'まうマイナスの方向の行戯iこ対して表面将なことだげで

河併するのではな<なぜそのような行劇になってでてしまうのか内面を知

りた6,1.そのためにt･1ろいろな方向から子どもをみられるようになった呼

(30年)
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コード名 ひとりひとりの思いをうけとめる

出現回数 18 m-49

子どもは日々の中で期待に気持ちをふくらませたり､思いをうまく表現できな

くて､暴走してしまったりふとしたことで気持がしぼんで､引きこもってしま

うこともある｡その瞬間瞬間の思いをうけとめて映し出してくれる保育者の存

在によって､次の行動へと心と身体をむけていくことができる｡このコードで

は､子どもの思いをうけとめるられるようになったことで,保育がスムーズに

なっていくことがセットで語られた｡

Lq答m

･共感できたと慮った呼.Ly戯E..-できているようでもどこかでエゴがあった

点がする｡心から共感できるようになった呼,B己滞Bかもしれないが成

長できたと思った｡儲 戯なし)

･子どものHを月でその子どもの思いがわかる将 (H戯なし)

･子どもの見好を考えて冷静になってJCったれ 言い周かせられるようにな

ったこと｡一人一人の子どもをよ<月で受容できるようになったこど (5年ノ

･子どもとの磨犀がG<なり小さな成Bに見付き,男月を共に善び合点たり

何L;ものを月で感瀞することが野点虎と思う｡(18年)

･子どもの見好がわかってその子が求めている.対応がLH果た噂｡顔が生まれ

てから登園呼{ずるようになったA宮原庁士が受けスわにLHると顔を月な

がら経ろに下がって行< rA君お母さんのかわりにだっこL,てあげるよJ

にっこり発ってだきついできたA乱 rもういい､おりるJB分でス卓でき

た (20年)
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･生店の虎わに添わない子に I'S<やりなさt･JJrちやス′とや少なさいJとつ

い言うことが多かっ虎のだが.ふとBをとめ rOOちゃんはまだこれで遊

びたいんだねJとその子の思いを感じ凝って言蒼にしてあげることをした

ら､わりとスムーズに見好を財り替え次の行劇に移ってうった｡努めて子

どもの思いに共感するようにL,ていったら､チビもひとりひと0がよ<月

度るようになってきた｡(So草)

コード名 保護者からの支持 信頼関係

出現回数 11 m-49

保護者との関わりは若い保育者にとっては､もっとも難しい分野といえるだ

ろう｡子育て支援の最前線として位置づけられている保育園では､親への支援

も重要な役割として担わなくてはならない｡経験や高い対人関係スキルが求め

られる難易度の高い分野であるだけに､保育者の ｢成長した｣と感じる実感も

ひとしおなのであろう｡

回答伊

･1年Lli._J,傍題者とa)I.ラプルがあり何度も僻<なるまで題したり一方Lm.I

いわれたりすることがあったが.そのことがあったこそL3分B身庶<なわ

たし,好いものがな<なった｡やめたい位字かったけれど.やめな<て本

当t._-月かった｡(3年)

･傍題者に認めてもらえたとき｡成長を励 16認めてもらえたり 言蒼をも

らった時 (8年)

･原題者から｢先生が担任で虐かったJと言って磨いた将｡とても膚L,<て

こわから虜題っていこうと思えた｡L3分の意月よりまず探題者の題をゆっ

<Omげた晩 (lo草)
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･また床産着と心を合わせ,その子の成Bを月守ることができ.一mに首び

合うことができたときですこ (12年)

･腰L,いMとの一対応の中で 脚 虜を宙み重ねることで爵弟が虜占われた

(30年)

･床産着の方から膨 され J先生に用瀞L'て月かった｡克持ちが粟になった

といわれたとき (3L年ノ

コード名 持続し続ける反省と改善

出現回数 9 m=49

保育には正解が無い､と言われるだけに､保育者として成長していくために､

自らとその保育のふりかえり､常に改善していくことを心がけるという記述が

見られた｡

回答m

･存L7存Ll反省のL7々 でF.でもB分が学生の将に粛厨の3E生t...rB分の尿

声はカンペ串 .(何も周題ないJと思うことが一番の原産t,)であるJといわ

れたことがあったので"成長した"と感Lj'るより､反者を忘れないように

L,たいと思っています1 (6年)

･新人の将はいっぱいいっぱいでなかなか周0がみわデにいたが.少しずつ

超野も広がりmクの朗 をmいたOL'ながら広い題野で (以前よりですが)

子どもを月わるようになってきたと思う｡(7年)

･保育をする1で自分B身 rこれでいいJと慮ったら成長L'ていかないの

で欝に何_i:心を持ちながらチビもたちと向き合っていきたいと考点る

(L8年)
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･超顔は長<でもまだまだ未腰です｡チビもひと0ひとり遜り.Mも違いま

す｡そのときそのときが欝に彪藤です1若い子からもいろいろなことを学

んでいます｡腰月が遜りまF.以n好より広い見好で色々なことを空けスわ

られる事が少しは成Bできているのかなと思います1(28年)

･LH来ないことa)ある子F._-ば､どうL'てできないのかな,B分の与えた淵

が産しかったa)かなうま<いかない虜囚は何かな.この子がこの店劇を超

して発L'めるために超はビス′な超Mができるかな ･･･とそういう考えに

なりました｡(30年)

･冷静に考えると10年15年腰厳しできて今までのB分を月つめなおL,､

ビス′な併庁だったかL;っ<り考える虜会となった｡それからは&蜜のL美

している点.鬼蜜の力点を盗みながら東軟に考えられるように一なり,今に

至っていますこ (30年)

コード名 クラスのまとまり

出現回数 6 ･n-49

保育歴の短い被験者を中心に出現した｡クラスを一人で回せるようになること､

子どもたちとの信頼関係を築いて､多様な子どもたちのクラスがまとまってい

くことは､若い保育者にとって大きな成長の通過点として感じられるのであろ

う｡

回甜

･色々な子がいる中クラスがまとまってきて6,1ると感LIるとき (4年)

･一人超任でクラスをもったとき子どもたちが題をL;っ<りmいて<わたり

クラメをまとめることが子どもの成長を月ることができたとき.自分Ly身

の威Bを感Lj.た｡(8年)
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･L3分が一人でクラスをまわせるようになった噂 (8年)

･腰験年顔を潜み.様々な年齢の超圧をさせてもらったり加厨をL'ながら子

どもと虐する中で.クラスに子どもを合わせるのではな<､一人一人の子

どもに合った床宵を支店してい<ことでクラスがまとまることをmった｡

(9年)

コード名 園全体への配慮

出現回数 4 m-49

担任するクラスをまわすだけで精一杯の時期から､園全体を見渡す高い視点が

生まれてくることが成長と感じられる｡

回符顔

･B分のクラスだげでな<何学年のチビも.厨全体にHを磨れるようになヮ

できたこと (18年)

･1年ノ野クラス選好をL'て3月束を迎えた時.年長a)担任をして厨全体a)リ

ーダーとL'て1年朋 ごした時 (29*)

コード名 子どもの発達 保育の見通し

出現回数 4 n-49

保育の流れや子どもの発達について見通しを持てるようになることで 落ち着

きがうまれ､先を見通した保育ができるようになることが成長｡

回答財

･チビもF..-とっての虚像予Mや鬼の月題L'が持てるようになったとき｡ (2年)

･2歳児から年長まで持ち1げで4年周何Lj'学年のチビもたちを超当させて

もらった鐙.年少の超任になった呼､4年ノ野a)庶験から新たな子どもを月
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ることができ,1年凝ったらこういう資E..-なるだろうという成長の予感が

立てられたことで.鬼を月鮎 た保育ができたと感L;た時 (5年)

【結果2】

自由記述回答において､コー ドを多く含む (4以上)代表的な回答を選択し､

それらに共通する構造をもつ意味のまとまりを抽出した｡

未熟さのあらわれ

年齢なりの達成を求めたリ､出来ることが良いことと､集団優先､

成長の成果のあらわれ
多様な一人-人の発達によりそって､子どもに共感でき､より広

い視点でとらえることができたリ､見通しを持って子どもを見守

代表的な回答 (コードを4以上含む)

1.着い厨より子どもひとりひとりとLj'っ<りかかわった臥 向き合うことがで

きるようになってきた｡また子どもを /待 つJ店L7るJということも願 の中

から大事にできるようになってきていると感Lj.る｡子どもとの磨犀が近<なり

小さな成長に見付き.朋 を兵に善び倉虎たり,何L;ものを月で感激すること

が増えたと思う｡ 併庁をする1でL3分Li身 rこれでいいJと慮ったら成長

L'ていかないので欝E..-何1心を#ちながら子どもたちと向き合っていきたいと

考点る (18年)
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2.生店の虎わに添わない子に √早<やりなさいJrぢやバ′とやりなきいJとつ

い言うことが多かったのだが.ふとBをとめ rOOちゃんはまだこれで遊びた

いんだねJとその子の思いを感Lj'厭って吉夢にしてあげることをしたら.わ0

とスムーズに克Gを好り野点次の行劇に移ってうった｡努めて子どもの思いに

共感するようにしていったら.チビも一人一人がよ<月度るようになってきた｡

(30年)

3.子どもの成BをLj'っ<クと待って月守ることができるようになった時 子

どものHを月でその子どもの思いがわかる将 今Llの床酎 )ら堺LJの尿庁への

屠伊をたのし<考えLHせるようになった呼 子どもたちがどんなことをL,たら

青んで発L,めるだろうかと常に考え アイデアがボンボンと浮かびあがる呼

などです｡(記入なし)

4.度験年数が諾いうちは尿庁-子どもを邸することと思って6,1て､この年齢

ならここまでLH凍てほしいとt,]う思いでL3分の床紺 で子どもを亨lっ爵ってい

た時期があった｡座険年数を潜み.様々な年齢のm任をさせてもらったりm肘

をしながら子どもとGする中で.クラスに子どもを合わせるのでばな<､｢八一

人の子どもに合った併庁を支援L'てい<ことでクラスがまとまることを知った｡

(9年)

5.床育士になりたでの厨は完壁をH摺L,､チビもたちにもそれを求めたよう

な鬼がレます1年齢の男運段贋よりも慮りところをH摺L,瀞 会や男表会な

どでは rすごいtJと言われるとうわL'かっP=ように思いますム路来ない子が

いると許せない<らいの労いでL,た｡チビもたちは題の月度ないところで友産

にいばったり意僧腰をL'たり腐れて磨いな食べ物を#ち好っT=子もいまL'た｡

今と.なってば申L'aFなさでいっぱいですこLH弟ないことのある子には.どうL,

てできないのかな.B分の与えた肋 堺 L,かっ虎のかなうま<いかない虜囚
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ば何かな.この子がこの店劇を超して蒼L'めるために屑はどんな超助ができる

かな ･･･とそういう考虎になりました｡(30年)

【考察】

保育者の仕事は､日常のなかでいくつもの対極する概念の間で正解のない問

いを立て続けることではないだろうか｡つまり個と集団 自由と規範 能動と

受動 ｢ありのまま｣と ｢こうあるべき｣といったように｡

鯨岡 (2009)は保育の評価は何よりも子ども一人ひとりが ｢私は私｣と自

己主張できるこころを持って同時に ｢私は私たち (みんな)の中の一人｣と周

りに目をむけて周りの子どもと共に生きようとする心を併せもった一人の主体

として育っているかどうかに懸っているとして保育の評価の最大のポイントと

している｡

今回の調査の結果から見えてきたこととして､保育者が成長するにつれて子

どもの個の発達や思いに気づくようになっていく､という経過がみられた｡

また､経験年数の浅い保育者からは､子どもの朕やクラスがまとめられるよう

になること､つまりは 集団 規範という方向が成長のあかしとして語られた｡

つまり､経験年数の浅いうちには､子どもを集団生活に適応させることや年齢

相当の発達へのうながLが保育者の成長の目標となるが､経験年数の長い保育

者からは､個の発達や思いに目を向けてありのままの子どもに共感することが

自らの成長のあかしとして語られている｡

このことは保育者にとって､当面の目標として子どもの集団生活への適応やク

ラスのまとまり､年齢相当の発達が暗黙裡に求められていることが推測できる｡

今回の調査の質問項目 ｢あなた自身が保育者として成長したと感じたのはど

のような時ですか?自由に記述してください｡エピソードなどがあれば書いて

ください｣からは個人の成長達成としての言葉が語られたが､年齢の浅い保育

者にとっては､保育者のあるべき姿として､子どもを集団生活に適応させ､年

齢相当の達成を促し､クラスをまとめられる保育者像が当面の成長目標として
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四苦八苦する姿があり､それがその後覆されていくという 【結果2】が導かれ

た｡

やまだ (2011)は従来の発達心理学が一方的な時間軸のなかで年齢相当

の発達をとげることを暗黙裡の理想としてきたことから脱却し､生涯発達心理

学として子どもの発達を関係性の網目のなかでとらえていこうとするナラテイ

ブ論を展開している｡

今回の調査における保育者の語りにも従来的な発達観への服従とそこからの

脱却が語られており､あたかも相似形をなすような結果となった｡
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